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           巻頭インタビュー 

       今年のお月見会への出演をお願いした地元の大矢正明さんに、NPO 活動、歌うことなどについて

お聞きしました 

    

     第 19回 

 

大矢 正明 さん 

（おおや まさあき） 

昭和 22年生 71歳 

 

Ｑ まず職歴をお聞かせください。  ◆私は昭和

44 年に静岡大学を卒業し、平成 18 年に 59 歳で

退職するまで県立高校の外国語教師を勤めてきま

した。ところが就職してまもない 26 歳で慢性腎

臓病を発症し、将来人工透析が必要と診断されま

した。実際に透析を開始したのは 50 歳のときで

したが、心の準備ができていたため辛い透析生活

にも比較的平穏に入ることができました。 

 

Ｑ 県の患者会の要職も勤められたそうですね？  

◆岐阜県の腎臓病患者は約 5000 人、このうち県

の患者会「NPO法人岐阜県腎臓病協議会」に参加

しておられるのが約2600人で参加率約52%という

のは全国的にもトップクラスの参加率です。この

会は腎臓病患者さんに対する予防啓発活動を中心

に、政治的な要請も含めてさまざまな活動を行っ

ています。今でこそ岐阜県の患者は自己負担なし

で透析を受けることができますが、これも患者会

をはじめ先人たちの命がけの活動があったからこ

そなんです。私は教職を勤めるかたわら、H19年

以降、この団体の理事、事務局長兼広報部長、副

会長、会長代行を勤め、H26から 2年間は会長職

も勤めました。今も顧問として予防啓発活動に関

わっています。腎臓病には有効な治療法がなく、

進行を抑える「自己管理」が最も必要なことなの

ですが、まだまだその認識が不足しており、患者

さんにその重要性をもっと認識してもらうよう働

きかけています。また、初期においては自覚症状

がなく、知らないうちに進行してしまうこともあ

る病気なので、健康な人たちにも理解を深めても

らうよう、活動を通じて呼びかけています。 

 
Ｑ そのなかで「歌うこと」にも取り組んでこられ

た？  ◆加茂高校生のときブラスバンド部に入

ったのを手始めに、大学のうたごえサークル活動

などで歌う楽しさを知り、教師になってからはビ

ートルズやジョーン・バエズなどの歌を英語の授

業に取り入れるなどしてきました。その後関高校

勤務のときに関男声合唱団に参加し現在も続けて

います。ソロで歌ったのは一昨年 12 月の「タウ

ンホールとみか」でのコンンサートが初めてです

が、大きな反響があって驚いています。 

 

Ｑ 今はどんな歌がお好きですか？  ◆若いこ

ろはロシア民謡などうたごえサークルらしい歌が

中心で、歌謡曲には興味はありませんでしたが、

今は年をとったせいか、歌謡曲にもいい歌がある

なあと思うようになりました。吉幾三の「かあさ

んへ」とか「娘に」なんかいいですね。 

 

Ｑ 最近では伊深のまち協活動にもときどき参加し

ていただいていますね？  ◆伊深の里山や自然

を保全する活動ももちろん大切ですが、一番大事

なのは人口減少が進む流れをなんとかくい止めて、

これからも住み続けられるふるさとを守っていく

ことではないかと思っています。 

 

9月15日のお月見コンサート

を楽しみにしています。あり

がとうございました。 

 
会長時代、会のHPに投稿した「つ

ぶやき」が冊子にまとめられた▶ 
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●———————————————————————————————————  まちの話題から 

 

 

 

●———————————————————————————————————  ご参加ください   

 いぶかのお月見会 

 

 

今年のコンサートは地元から“伊深のバリトン 大矢正明さん”をお迎え

します。「だんご汁＆五目ずし講習会」も開催します。（講習会は中切公民館 

13:30～ 要申込 伊深連絡所まで。📞29-1395 参加費 200 円） 

●と き： ９月１５日（土） 18:30～20:30 

●ところ： 伊深小体育館        ●参加費： 200 円 

●内 容： お月見・コンサート・だんご汁の紹介とふるまい 

※ 詳しくは別紙パンフレットをご覧ください。 

 

 

●——————————————————————————————————  定例会などのようす 

8.22（水）8 月定例会のあらまし 

●協議：  

１．「行方不明高齢者探索模擬訓練」について 

 H31 年 2~3 月実施の方向で進めることとし

た。 

２．お月見コンサートについて  

 運営方法の詳細を協議した。 

 

３．まち協広報（ＨＰ、たより）の進め方に

ついて 未更新となっていた HP を 9 月か

ら再開、たよりについても余裕をもって発

行できるよう締め切りを見直すこととした。 

 

その他 報告等 

 

 

 

 

8.13（月）伊深町納涼盆踊大会が開かれる  ―― 新しいヤグラもお目見え 

8.13（月）、消防団詰所前の広場で伊深町納涼盆踊大会が開かれました。今年は「自治宝くじ」

からの助成を受けて更新されたヤグラもお目見えし、例年以上のにぎわいのなか、「ライン音頭」

や「ダンシング・ヒーロー」などの踊りが繰り広げられました。屋台では消防団、体育振興会、

商工会などがそれぞれのテントで食材を提供したりしていました。また、グラウンドでは子供会

育成会による花火も打ち上げられ、歓声が上がっていました。踊りの輪のまわりでは久しぶりに

再会する友人を見つけて話が弾むなど、普段にはない活気が辺りにあふれていました。 
 

協議会の動き 

トピックス 

 
今年は踊りの参加者が増えたようです。 

いつもチビッ子に大人気の「輪投げ」 

 

今ではなかなかできない「金魚すくい」 

 

参加者募集 !! 


